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　　　　ている。いろいろな不平等さを言い出すとスクールバスも家庭負担しなくてはいけなく

　　　　なるのであまり言えない

副委員長：議員も無理といわずできることを考え、前向きな議論を

委　員：要望事項の中で、実際に事故は起きたかのか

　　　　大山田中の件は他の所に要望したほうが良いのでは。ここで要望するのはおかしい

　　　　交通安全協会、PTA、警察が立ち合って信号無視を立証すればどうか

委　員：なぜ要望が通らないのか、回答は得ているのか。それを聞かなければ回答できない

　　　　依那古小について、狭いことは分かっているが校区再編が済むまで無理ではないか

　　　　崇広中でスクールバスの生徒は伊賀市合併後無料だが、電車通学の生徒は4割を負担し

　　　　伊P連は基本的に要望を出すものではない

事務局：要望を出すところがわからない

　　　　再要望が出しにくい

　　　　本会は伊賀市の子ども達が平等に教育を受けられる環境を望んでいる

委　員：要望書は各地域の課題である。どれぐらい前から要望されているのか

事務局：資料の「新」「再」を参考にしてほしい

・伊賀市PTA連合会役員より各校区の要望の説明がなされた

委員長：10月11日、市の推進会議に出された各学校の要望に対する回答があった

　　　　当初、成和西小、三訪小の要望が出ていなかったのになぜ今出ているのか

　　　　単位PTAは自治協と連携して要望を出しているのか

　　　　地域の問題は単独の団体で出来るものではない

　　　　優先順位は自治協と単位PTAで決めるものである

出 席 議 員
中谷委員長、森川副委員長、生中委員、中井委員、田山委員、森委員、岩田委員、

【講座・意見交換等の主な内容、対応等】

・伊賀市PTA連合会会長より挨拶

・教育民生常任委員長より挨拶

出前講座　報告書
　平成　28年　　11月　　1日（ 火　）　　19時　30分 ～　　21時　00分

伊賀市教育研究センター

伊賀市PTA連合会

子どもの安全に対する諸問題

伊賀市議会教育民生常任委員会
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　伊賀市議会議長　様

委員長：できることは協力する。道筋だけしっかり作っていくべきである

　平成　　29年　　3月　　11日

　　　　議会出前講座実施要綱第１１条第１項の規定により提出します。

教育民生常任委員長　中谷　一彦

委　員：伊P連として市長に三役で要望を出しに行ってはどうか

委　員：実現が目的。声を上げていく。地元の議員、隣の地区の議員と連携をはかり、

　　　　いつでも声を上げていくことが大事

副委員長：伊P連は単位PTAの助言役であり地域と単位PTAが一緒に声を上げることが大事

委　員：昨年度の要望が多い。粘り強くやってほしい

委　員：今の意見をまとめて振り返ってほしい

委員長：伊P連の中で優先順位は付けられない。まず、自治協のトップと決めてもらう

　　　　できるまで要望し続けることが大事

会　長：自治協に議員がいない地区はどうすればいいのか

委　員：市民センターに情報が入っているはずである

最後に一言ずつ

委　員：阿山中学校の案件、看板の字が小さかった。木が大きくなり見えなくなった

　　　　地元の議員とPTAとが動かなくてはいけない

事務局：議員さんは学校を訪ねて要望を聞いていただいたことはあるか

委　員：私たちは御用聞きではない

　　　　議員より自治協の方が良いのでは

事務局：どこに要望書を出せばいいのか教えてほしい

委　員：公共基盤推進課

委　員：それぞれの単位PTA、地域の方がよくわかっている

　　　　地域の人がどれだけ理解してくれるかが大切

　　　　この場で話し合っても解決にならない

　　　　要望を出せばすぐにできるものではないが声は上げ続けなくてはならない

委員長：自治協と仲良く。地域の協力が必要である

　　　　私たちはすべての地域のことを理解していない

　　　　　建設部や公安などに働きかける方法を役員さんに教えてあげてはどうか

委　員：明日にでも取り組むべき項目が多いが無理なことも多い。老人クラブなどと協力して

　　　　青パトでパトロールするなど地域の方に協力を得た方がよいのでは


